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皆様のご支援により富山県議会議員としての議席をお預りしました

【田畑】空き家などの廃屋の関し、現在見直し検討中の地
域防災計画に対策を盛り込む考えはないか問う。

【答弁　吉田知事政策局長】
　空き屋などの廃屋は防災上の対応がなされるのが望ま
しいが、現行法では個人資産に直接行政が対応を講じる
のが難しいのが実態です。県としては、老朽住宅が密集し、
公共施設が著しく不足している地区において、市長村を
指導しながら住宅市街地総合整備事業を促進すると規定
していますが、防火対策や安全・安心で快適なまちづく
りという広い観点から、今後とも市町村と緊密に連携し、
しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

【田畑】富山市、高岡市の中心市街地活性化基本計画
の認定から５年経過し、計画期間が終了するが、
再認定に向けた県の支援方針を問う。

【答弁　石井知事】
　この活性化基本計画は、２市とも計画期間が今年度末
となっておりますが、計画終了後の取り扱いは国では今
検討中であります。一方、２市では再認定等による支援
の継続を望んでおり、県としては、山間地、過疎地など
の実態も考慮し、中心市街地活性化のポイント、重点施
策を２市からしっかり伺い、応援していきたいと考えて
おります。

【田畑】富山駅連続立体交差事業について、ＪＲ北陸本
線等および富山地方鉄道本線、それぞれの進捗
状況について問う。

【答弁　牧田土木部長】
　同事業につきましては、平成１７年度から実施してきて
おり、ＪＲ北陸本線等の高架橋工事につきましては本年
５月に着手したところであり、新幹線開業時にはＪＲ北
陸本線上り線と高山本線の高架化工事を完成させ、北陸
本線下り線の高架化については開業の２、３年後に完成
させたいと考えております。
　富山地方鉄道本線の高架化につきましては、現在、同
社や地元と協議を行いながら詳細設計を進めており、今
後、十分調整を図りながら工事着手し、北陸本線下り線
と同時期の完成を図ることとしております。

【田畑】平成21年度にスタートした教員免許更新制度の
講習内容、更新対象者の受講実績について問う。

【答弁　寺林教育長】
　教員免許更新講習では、１２時間の必修講座と１８時間の
選択講座の受講が必要とされており、県教委では富山大
学に働きかけて、必修講座として、教育政策の動向や学
校における危機管理など今日的な課題の対応に必要な講
習を、また選択講座といたしまして、いじめの仕組みと
対処法など、特別支援など教科に応じた指導方法や理解
を深める講座を行ってい
ただいております。本県
教員の９割が富山大学の
講習を受講しており、平
成２３年３月３１日に最初の
修了確認期限を迎える対
象者につきましては、更
新を希望する８１６名全員
の更新が行われたところ
であります。

１、安全な地域社会の確立に向けて

２、中心市街地の活性化について

３、教職員の資質向上について

県議会質問要旨
23年６月議会より

富山県議会において、厚生環境委員会副委員長、新幹線・
総合交通特別委員会委員に就任いたしております。

− �− − �−



− �− − �−



昭和48年１月２日生まれ
富山市立長岡小、呉羽中、県立富山東高校卒業
獨協大学経済学部卒業
㈱富山第一銀行勤務（平成７年～14年）
富山市議会議員連続３期当選（平成15年～23年）
富山県議会議員当選　平成23年４月

■資格
宅地建物取引主任者（富山4605号）
全日本スキー連盟公認スキー正指導員

■県議会での役職
厚生環境委員会副委員長
新幹線・総合交通特別委員会委員

■自由民主党での役職
自由民主党富山県連青年局長
消防問題調査会事務局長

■その他の役職
神道政治連盟富山県地方議員懇談会事務局長
自衛隊支援議員連盟所属
長岡校区自治振興会顧問
富山西交通安全協会副会長
獨協大学同窓会富山県支部長
富山東高校同窓会監事
学校法人まどか学園理事
富山市ハンドボール協会副会長
富山市ソフトボール協会参与
富山市相撲連盟参与
富山ボクシングジム後援会長
中川自動車工業ソフトボールクラブ会長
呉羽野球リーグ顧問
㈳富山青年会議所所属
富山市北商工会青年部所属
富山市倫理法人会監事
富山市消防団長岡分団員
交通指導員

今後、18回のプロジェクトチーム会議を開催し、24年11月県議会にて条例提出を目指して参ります。

富山県の主な死因割合（平成21年）

総死亡数
11,480人

※出生数・死亡率は人口千対、死亡率は人口は10万対（厚生労働省「人口動態統計」） 出典：厚生労働省「人口動態統計」
※人口は平成21年10月１日現在推計人口（総務省統計局）

自民党県議会政務調査会に
「がん対策推進条例（仮称）検討プロジェクトチーム」発足。
たばた裕明はプロジェクトチームメンバーに選任されました。

検 討 テ ー マ

１、がん予防・早期発見　　❶ 検診の受診率向上策について

　　　　　　　❶ 集学的医療の実施
２、がん医療　　　　　　　❷ 緩和ケア医療の提供
　　　　　　　　　　　　　❸ がん在宅医療の提供

３、患者家族の支援
　　　　❶ 適切な治療方法の選択

　　　　　　　　　　　　　❷ 就労継続など社会生活支援

がんに関する統計

悪性新生物
29％

心疾患14％

脳血管疾患
12％

肺炎11％
老衰4％

不慮の事故4％

自殺3％

その他23％

平 成 21 年

人　　　　口

8,426人（   7.8）

1,082,000人

11,480人（  10.6）

3,349人（309.5）

1,566人（144.7）

1,424人（131.6） 122,350人（ 97.2）

180,745人（143.7）

344,105人（273.5）

1,141,865人（  9.1）

1,070,035人（  8.5）

125,820,000人

出生数（出生率）

死亡数（死亡率）

死
因
別

悪性新生物（死亡率）

心 疾 患（死亡率）

脳 卒 中（死亡率）
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